
南紀白浜コミュニティ放送 

平成 20年 5月期 番組審議会の報告 

 

放送事業者は放送番組の適正化を図るために、定期的に番組を審議する番組審議会を行う

ことが「放送法」で定められています。 

FMビーチステーションでも、白浜町在住 9名の委員によって委員会を開催しています。 

平成 20年 5月 27日に開催されました、番組審議会内容の一部をご報告します。 

 

・ 事務局  皆様には公私とも大変お忙しいなか、ご出席を賜りまして誠に有難うござい  

   ます。本日は 1 名の審議委員さんから欠席の届けが出ています。尚、先月

に引き続き委員長が体調不良のため、本日の進行役を森副委員長にお願い

します。大江さんがまだお見えになっていませんが、時間がまいりました

ので始めさせて頂きます。  

 

・副委員長  各委員皆様からの意見や感想をお願いします。 

 

・委員    良い企画であり、朗読・出演者も良い、先月の審議会議でも申しましたが、

小学低学年の作文朗読は感動します。作品が 11通ということですがどのよ

うに募集したのか。 

 

・事務局   この番組は、近畿地区のコミュニティ放送局 24局が揃って母の日の啓発キ

ャンペーン放送をする初の試みです。学校の方に話をすれば数多く作品を

集めることが出来たのですが、急なことで日時が少なく局の社員が子供ク

ラブの責任者にお願いしたと聞いています。 

 

・委員    了解、今後父の日の番組も作ってください。母の日だけではと思いました。 

 

・委員    優秀作品・最優秀作品の中で、子供っぽい作品・大人っぽい作品とバラエ

ティに富んでいて大変良かった。このような多くの方が参加できる番組を

数多く作ってください。 

 

・委員    町長との対談・倶楽部の代表者との対談、母に対する思いが良く伝わって

いました。 

 

・事務局   本日は貴重なご意見を頂きました。今後ともご指導のほどをお願い致しま 

す。 

 

 

以上、平成 20年 5月 27日に開催されました、番組審議会内容の一部をご報告しました。 

    


